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研究の 概要

　 地震をは じめ 、 あらゆ る種類 の 災害は、マ ス ・メデ ィ ア を通 じて大 きく報道 され、

その 伝えられ た情報は、人々 や組織に多大な影響 を与える と考えられ る
。 に もかかわ

らず 、
こ れ まで に災害報道を扱 っ た研 究は数少ない

。 そ こ で 、 本研究で は 、 阪神 淡路

大震災にお ける時間的変化に よる災害報道の 推移 と地域に よ る報道特性の 違 い を分析

するこ とを目的とし、 地方紙 と全国紙 との 報道特性 の違い を計測する こ とによ り、 地

域 による報道特性の 違い を検討した 。 その 結果、時間の 経過 に伴 っ て記事量 は減少す

るものの 、多 くの 要因に よ っ て 複雑な増減を示すこ と 、 全国紙 よ りも地方紙 の方が記

事量が少ない もの の全紙面に対する割合で は差が ない こ となどが明らか とな っ た 。
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1　 は じめに

阪神淡路大震災に おける新聞報道の

　　時間的推移・と地域比較 （速報）

　 地震をは じめ、あらゆ る種類の 災害は 、マ

ス ・メ デ ィ ア を通 じて大 きく報道 され 、 その

伝えられた情報は、人 々 や組織に多大な影響

を与える と考えられる 。 に もかかわ らず 、
こ

れまで に災害報道を扱 っ た研究は数少ない 。

石 th　［i］は 、 新閉報道に着 目しその特性を分析

し、 地域に よ る報道特性の違 い につ い て分析

を行な っ た 。 本研究で は、阪神淡路大震災に

おける時間的変化による災害報道の推移と地

域 に よ る報道特性の違 い を分折す る こ と を目

的とする 。

2　 計測方法 と分類

2．1　 使用デ ータ

　 本研究で は 、 地方紙と全国紙との 報道特性

の 違い を計測する ために 「山梨日日新聞亅 （以

下、山日）と r朝 日 新聞 （東京版）亅 （以 下 、 朝

日）の 2 紙に つ い て計測した 。

2．2　 記事の計測方法

　 地展関連の 詑事を計測する際に石鍋 は 「写

真 、 図表」 はその 関連する 記事に含め て 計測

を行なっ て い るが、本研究で は 、 「横見出 し

（面積 ［cm2 ］、 文字数）亅、　「縦見出 し記事（面

積 1  2 、配事長 ［cm ］〉」 、 「写真 、 図表 〔面

積 ［cm2 ］）」の 3 つ に分類 した 。 「横見 出 し亅、

「写真、図表亅は 、視覚的な効果があ る と考

えられ る ため 、 普通の 「縦見出 し記事」とは

別 に酢測 した 。 さらに 、 次に示すような内容

に つ い て の分類 し報道特性を検討 した 。
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2．3　 記事内容の 分類

　 記事内容 の 分類に つ い て は 、 表 1 の 24 項

目に該当する 内容に分類 （重複可 ）する こ とに

した 。

表 1 記事内容の分類

地震関連 実行 人的

緊急対応 報告 物 的

一
次鼓害 反省 ・見直 経 済的

二次被害 指摘 ラ イ7 ラ イン

政 策・防災計画 意見 衣負住

支援 ・救援 批判

復旧 ・複興 検討

義援金 調査

ボラ ン テ ィア 自粛 その 他

3　 分析方法

　 地方紙 と全国紙 との 報道特性 の 違い を検

討す る に あた り 、 本研究で は そ れ ぞ れ の 新聞

につ い て地震発生か ら 1ヶ 月間 〔1118− 2／16｝
の 記事の 記事に対 し、以下 の 項目に つ い て検

討を行 っ た 。

● 各記事長の 総量

● 各記事面積の 日変化

・ 各項目別の 日変化

・ 記事長 の ペ ーシ数に対する割合 に よる比

　較

● 横見出し 、 写真 ・図表の 面積に よ る比較
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4　 結果 と考察

4．1　 各記 事長の 総量

　 新聞で取 り扱 う記事長の総量 をそ れ ぞ れ

図 1、 図 2 に示す。
こ れを見る と、 山 日で は 、

義援金に関連する記事が多 い こ とが 目立 つ 。

これは 、 地方紙特有の個人情報重視の性質に

よ り寄付者の個人名まで記載 したとこ ろ に よ

るこ とが大きい 。 それに対 して朝日で は、一

次災害 と政策 ・防災針画に 関連する記事が多

い
。

こ れは 、 全国紙として被害実態の速報に

重点をおい た こ と、中央政府の 対応に焦点を

当てた記事が多か っ た こ とを反映 して い る 。
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4 ．2　 各記事面積の 日変化

　 新聞で 取 り扱 う記事面積の 日変化を図 3 に

示す。 両紙 とも全体的には指数減衰的に推移

して い るが、目に よ っ て はかなり大 きな凹凸

も見 られ る。 特 に 、 1 月23 日には山日に急激

な減少が見 られるが 、 こ れ は前日に県知事選

挙が行われた影響で ある。 しか し、朝 日の 22

日前後の 減少につ い て は特別な理由は見当た

らない
。 山日の 25 日、朝目の 26 日に見られ

る急激な増加は数 日葡の減少の 反動 と、 緊急

対応期か ら復旧期へ の 移行に伴う記事の増加

の 2 つ の 要因が考えられ る 。
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　図3 記事面積の 日変化
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4．3　各項 目別の 日変化

　 主要な項目につ い て 、 各新聞で取 り扱う記

事の 日変化をそれぞれ図 4、 図 5 に示す。 地

震直後は当然なが ら被害状況を伝える報道に

重点が置かれ、徐々 に復興 ・復1日に関する記

事の 割合が 増えて きて い る こ とがわか る 。 た

だし総記事量と比較する と日変化が大きく、

日に よっ て 報道の 重点が細か く変化 して い る

こ とを表して い る 。 これらの 傾向に つ い て は 、

両紙の 間に大きな相違は見 られな い 。 た だ し

朝日の場合には
一次被害が突出 して い る 日が

あるが 、 こ れは被害状況の特集が組まれたた

め で ある 。

5　 まとめ

　 今回は速報 として、地方紙 と全国紙との 震

後 1ケ 月の取 り扱 う新聞記事の 面積 とそ の 内

容の 検討を行うこ と に よ り、地域に よる報道

特性の違い を検討 した。 その結果 、 時間の経

過 に伴 っ て記事量は減少する もの の 、 多くの

要因に よ っ て複雑な増減を示す こ と、全国紙

よ りも地方紙の 方が記事量が少ない もの の全

紙面 に対する割合で は差が ない こ とな どが明

らか とな っ た 。

　 今後の 課題 と して は、さ ら に長期間の 分析

を行なうこ と、 関西版 （被災地近郊）と他の 地

方紙に つ い ても分析する こ とを予定して い る。

4．4　記 事長の ペ
ー

シ数 に対す る割合 に

　　　よる比較

　 記事長の ペ ージ数に対す る割合を図 6 に示

す 。 図 1、図 2 に示すように 、 総記事面積で

は朝日の 方が山日よ りも多 い が 、割合で 見れ

ば 両者に さほ ど差が ない こ とが わか る 。 こ の

こ とは 、 新聞記事は常 に紙面 の 制約を受け て

い る こ との 影響とも考えられ る が 、 こ の デ
ー

タだけか らで は判断で きな い 。

4．5　横 見出 し、写真 ・図表 の面 積に よ

　　　る比較
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　 各新聞の横見出しの 量の 日変化を図 7 に示

す。 地震の 翌日に限 っ ては朝日の方が際だっ

て 大きな見 出 しをつ けて い る が 、そ の後は 山

日の 方が記事を強調 しようとする傾向が強 い 。

こ れは地域差よ りもむ しろ 、 編 集方針に依存

して い る と見る方が妥当であろ う。

　 つ ぎに、写真 ・図表の 面積の 日変化を図 8

に 示す。 地震直後の数日間で は両紙に大きな

差は ない が 、 10日目頃 か らは 朝日の 方がか

なり多くなる。
こ れは、朝日の 紙面 には こ の

時期に大小の特集記事が組まれ 、 そ こ に 多く

の写真や図表が用 い られ て い るためである 。
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